
質
問
一

生
活
保
護
者
の
状
況
と
削
減

後
の
状
況
に
つ
い
て
。

二

最
低
賃
金
の
状
況
と
削
減
後
の
状

況
に
つ
い
て
。

三

生
活
保
護
費
の
削
減
に
よ
り
影
響

を
受
け
る
市
の
制
度
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

生
活
保
護
世
帯
数

は
、
平
成
２５
年
１
月
末
時
点
で
４
５
５

世
帯
、
前
年
同
期
と
比
べ
１０
・
２
㌫
の

増
、
被
保
護
人
員
は
６
５
７
人
、
前
年

同
期
と
比
べ
て
、
８
・
６
㌫
の
増
と
増

加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
資
料
に
よ
る
試
算
と
し

て
、
本
市
は
、
都
市
部
に
比
べ
る
と
影

響
が
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二

県
の
最
低
賃
金
は
、
２４
年
１０
月
１

日
か
ら
時
間
額
７
７
１
円
に
改
定
さ
れ

た
。
今
回
の
生
活
扶
助
基
準
等
の
見
直

し
に
よ
る
最
低
賃
金
へ
の
影
響
額
に
つ

い
て
は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

三

国
の
資
料
で
は
、
保
育
料
の
免
除

階
層
区
分
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

措
置
な
ど
３８
項
目
で
制
度
に
影
響
が
生

じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
市
で
判
断
可
能

な
制
度
、
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
趣
旨
や
目
的
、
実
態
を
十
分
考
慮

し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
影
響
が
及
ば

な
い
よ
う
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

一
本
松
駅
の
早
期
改
築
に
つ
い
て

二

直
ち
に
原
発
ゼ
ロ
に
。
放
射
能
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
。

質
問
一

市
の
公
共
施
設
の
電
気
代
の

推
移
に
つ
い
て
。

二

こ
れ
ま
で
の
節
電
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

三

今
後
の
節
電
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
２２
年
度
は
約

５
５
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で
約
１

億
２
０
８
０
万
円
、
２３
年
度
は
約
４
５

１
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で
約
１
億
９

０
２
万
円
、
２４
年
度
は
２５
年
１
月
ま
で

の
実
績
で
約
３
８
４
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
で
約
１
億
１
３
０
万
円
の
電
気
料

金
で
あ
る
。

二

例
年
公
共
施
設
の
節
電
対
策
と
し

て
、
空
調
や
照
明
の
一
部
の
利
用
制
限

を
行
っ
て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
る
電
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

鶴
ヶ
島
市
節
電
対
策
基
本
方
針
を
策
定

し
、
各
公
共
施
設
に
お
い
て
節
電
行
動

計
画
を
作
成
し
マ
イ
ナ
ス
１５
㌫
の
節
電

目
標
を
掲
げ
、
節
電
に
取
り
組
ん
だ
。

２４
年
度
に
は
「
エ
コ
ラ
イ
フ
つ
る
が
し

ま
２
０
１
２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打

ち
、
鶴
ヶ
島
に
関
わ
る
人
た
ち
み
ん
な

で
「
オ
ー
ル
つ
る
が
し
ま
」
の
節
電
行

動
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
だ
。

三

養
命
酒
製
造
㈱
に
よ
る
工
場
跡
地

を
活
用
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
を
き

っ
か
け
に
、
環
境
学
習
施
設
の
設
置
や

電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
を
進
め
、
既

存
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
っ
た
暮
ら
し
の
見

直
し
や
省
エ
ネ
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
定
着
を
図
る
。

生
活
保
護
費
削
減
の
中
止
を

国
に
働
き
か
け
る
考
え
は
な
い

松
村

和
子

議
員

出雲敏太郎 議員

市の節電対策等について

省エネの定着につなげていく
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